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研究成果の概要（和文）：研究目的は，就労しながら要介護高齢者を支える男性介護者の仕事と介護の両立のた
めのセルフマネジメントについて明らかにすることである．研究方法は，就労しながら介護をしている男性9名
を対象に面接調査を行い質的記述的に分析した．
男性介護者が仕事と介護を両立し生活を維持するためのセルフマネジメントとして【仕事を続けることに意義を
持つ】【今のまま介護が続けられるよう自分で上手くやりくりする】【専門職に来てもらい、変化に対応しても
らう】【状態が悪くなったときの対応策を考えている】等の9カテゴリーが抽出された．男性介護者は自分で情
緒的なコントロールをし専門性のある支援を受けることで現在の生活を維持していた．

研究成果の概要（英文）：　This study was conducted to clarify self-management by employed male 
caregivers to balance work and care while supporting elderly people who stay home alone during the 
day. We conducted an interview survey of nine employed men who were providing care. Then we analyzed
 the responses in a qualitative and descriptive manner.
　Regarding self-management by which male caregivers maintained a life balancing work and care with 
a view to the future, we extracted nine categories: [Caregiving is a natural role for me], [Assign 
importance on continuing to work] [Make arrangements independently for which care provision the way 
it is now] [Ask professionals to come to respond to changes], and [Concretely consider future 
prospects].
　To strike a balance between work and care, male caregivers managed themselves to be able to 
maintain their present lifestyle to the greatest degree possible and to cope with possible future 
changes.

研究分野：在宅看護学

キーワード： 仕事と介護の両立　男性介護者　要介護高齢者　セルフマネジメント　家族介護者支援
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年，わが国では少子高齢化やライフスタ

イルの多様化などから世帯構造の変化が起

こり，要介護高齢者の家族の介護力は脆弱し

ている．介護をしている者は男女ともに 60

～64 歳が最も多く（平成 24 年就業構造基本

調査），介護・看護のため離職した者は年間

約 10 万人おり，男性 2 割，女性 8 割である

（平成 24 年就業構造基本調査）．男性介護者

の割合は年々増加しており（平成 25 年国民

生活基礎調査），介護が男性の就労継続に影

響を及ぼすことが予測される．  

 在宅で要介護高齢者を支える家族にとっ

て，就労しながら介護を行うことは心身の負

担が強い一方で，社会的役割や生きがいとな

り，要介護高齢者との生活を継続していくう

えで重要なことである（深山，2015）．また，

介護者は予測される問題ができるだけ起こ

らないように準備したり，問題が起こったと

きに職場へ相談しやすい環境を整えたりと

仕事と介護の両立をするためのセルフマネ

ジメントを行うことで心の安定を図ってい

る．このことから，介護者が仕事と介護の両

立のためのセルフマネジメントがうまく行

われることで，要介護高齢者との生活が維持

できると考える．しかし，男性介護者は心身

の健康に対する主観的健康感が低く，回避型

コーピングをとらない傾向にある（永井ら，

2011）． 

そこで，本研究では，就労しながら日中独

居高齢者を支える男性介護者の仕事と介護

の両立のためのセルフマネジメントについ

て明らかにし，日中独居高齢者と男性介護者

の望む生活の実現に向けた支援の在り方を

検討するための基礎資料とする． 

 
２．研究の目的 
 就労しながら日中独居で過ごす要介護高

齢者（以下，日中独居高齢者）を支える男性

介護者の仕事と介護の両立のためのセルフ

マネジメントについて明らかにする． 

 
３．研究の方法 
（1）研究デザイン 

本研究は，質的記述的デザインとした． 

 

（2）研究対象者 

近畿圏内の訪問看護ステーション 7施設に

おいて訪問看護を利用している要介護高齢

者の家族で，就労をしながら介護をしている

男性の主介護者 9人とした．  
 

（3）データ収集方法 

半構成的面接法とした．対象者のプライバ

シーの確保できる場所で同意を得て、会話内

容を IC レコーダーに録音した。 

質問内容は，①就労中の対象者と日中独居

高齢者の生活状況，②就労と介護を両立によ

り困難に感じること・良いと感じることと，

それらの理由，③困難なことを解決するため

に対象者が行っている工夫・取り組み，④困

難なことを解決するために看護師やサービ

ス提供者へ望む支援と，その理由，⑤困難な

ことを解決するために日中独居高齢者へ望

むことと，その理由である． 

 

（4）分析方法 

面接終了後，録音記録を基に逐語録を作成

した．逐語録から，日中独居高齢者を支える

男性介護者の仕事と介護の両立のためのセ

ルフマネジメントについて表現している内

容を抽出し，意味内容が損なわれないよう簡

潔な一文で表現し，コード化した．類似する

ものを集めて名称をつけ，サブカテゴリー，

カテゴリー化した．分析過程においては，信

頼性・妥当性を高めるため，在宅看護学領域

の専門家からスーパーバイズを受けた． 

 

（5）倫理的配慮 

研究協力依頼において，訪問看護ステーシ

ョン管理者に対し，研究の趣旨と倫理的配慮

について口頭と文書で説明し，署名をもって



研究協力への同意を得た．さらに研究対象者

（男性介護者）および日中独居高齢者に対し

て，面接調査実施前に研究の趣旨と倫理的配

慮について口頭と文書で説明し，署名をもっ

て研究協力への同意を得た．なお本研究は，

大阪府立大学看護研究倫理委員会の承認を

得て実施した． 

 
４．研究成果 

（1）対象者の概要 

 対象者の平均年齢は 61.2±11.5 歳であっ

た．日中独居高齢者との続柄は，息子 8 人，

夫 1 人であった．就労の形態は，常勤雇用 5

人，自営業 3人，休職中 1人であった．留守

にする平均時間は，4.9 日／週，11.3 時間／

日であった． 

日中独居高齢者は，男性 1人，女性 8人で，

平均年齢は 82.8±7.1 歳であった．日中独居

高齢者の主疾患として，認知症 2人，消化器

系 2人，循環器疾患 1人，腎疾患 1人，呼吸

器疾患 1人，運動器疾患 1人，難病 1人であ

った．日中独居高齢者の要介護度は，要介護

5が 1人，要介護 4が 1人，要介護 3が 3人，

要介護 2が 4人であった． 

 

（2）日中独居高齢者を支える男性介護者の

仕事と介護の両立のためのセルフマネジ

メント 

 男性介護者の仕事と介護の両立のための

セルフマネジメントとして，9 カテゴリー，

36 サブカテゴリー，226 コードが抽出された

（表 1）． 

 以下，カテゴリーは【 】，サブカテゴリ

ーは＜ ＞で示す． 

男性介護者が仕事と介護を両立し、生活を

維持するためのセルフマネジメントとして、

【介護をすることは自分の当然の役割であ

る】【仕事を続けることに意義を持つ】【今の

まま介護が続けられるよう自分で上手くや

りくりする】【自分がいないときにも元気で

安全に過ごせるように調整する】【専門職に  

表 1 日中独居高齢者を支える男性介護者の仕事
と介護の両立のためのセルフマネジメント  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来てもらい、変化に対応してもらう】【状態

が悪くなったときの対応策を考えている】

【自分の心身の健康も大事にする】【自分が

いないときに、うまく行かない場合は仕方が

ない】【状態が悪くなることを考えたくない】

の 9カテゴリーが抽出された。 

【介護をすることは自分の当然の役割で

ある】は，＜自分が介護をするのは当たり前

カテゴリー サブカテゴリー

自分が介護をするのは当たり前だから、大変だとは思
わない

介護は大変だけど、他の人も大変だと思う

男にとって仕事をすることは当たり前

今の生活を続けていくためには仕事をして収入を得るこ
とが必要

仕事に行くことで介護から離れられ、世間とつながれる
と思う

自分の将来を考えて、仕事は続けていきたい

日中独居高齢者がひとりのときに、自分のことを自分で
できるように工夫をしておく

要介護高齢者がひとりのときに転倒しないように動けな
い、動かない状態でいて欲しい

日中独居高齢者がひとりのときの食事は配食サービス
を利用する

ヘルパーに自分ができない世話をしてもらう

日中独居高齢者をひとりにさせるより、デイサービスで
入浴し、人と関わりが持てるようにする

日中独居高齢者がひとりのときに薬を飲めるよう工夫
し、サービスを入れる

自分で対応できないときは、インフォーマルな人に協力
を得る

日中独居高齢者に何かあれば、自分に連絡が入るよう
になっている

日中独居高齢者との良い関係を作ろうと努める

日中独居高齢者の認知症状にイライラせず、自分が合
わせていく

仕事に行く前に、日中独居高齢者の世話を済ますため
に、生活スタイルをつくる

普段から日中独居高齢者の状態変化に気づけるように
よく観察しておく

日中独居高齢者が医療や介護を受けられるように仕事
を調整する

サービス担当者とできるだけコミュニケーションをとるよ
うにしている

インフォーマルな人は立ち入ると面倒だから入らせず、
自分でする

体調の変化を看て、判断してくれる訪問看護師に来て
もらう

今の状態を長く維持したいから専門職にきてもらう

サービス関係者で情報を共有してくれる

何か困ったことがあったときには専門職に相談し、情報
提供やアドバイスをもらう

日中独居高齢者の状態が悪くなったら、お金がかかっ
ても訪問介護の回数を増やす

日中独居高齢者を施設には入れずに在宅で看たいと
思う

日中独居高齢者の状態が悪くなったら、施設に入所さ
せる

自分に無理がかからないように、うまく選択していく

仕事と介護を調整して、自分の趣味やストレス発散の
時間をつくる

今の生活を維持していくために自分の健康維持に努め
る

自分がいないときに何か起こっても仕方ないと思う

日中独居高齢者がひとりのときにご飯が食べられなく
ても、仕方ないと思う

日中独居高齢者の状態が悪くなったときにどう対応し
たら良いかと思い悩む

日中独居高齢者の状態が悪くなったときのことを考え
ると、気が沈むので考えない

日中独居高齢者の状態はこれから悪くなると思うけど、
なるようにしかならないと思っている

介護をすることは自分の当然の
役割である

自分の心身の健康も
大事にする

仕事を続けることに意義を持つ

今のまま介護が続くように自分
で上手くやりくりする

状態が悪くなることを
考えたくない

状態が悪くなったときの対応策
を考えている

自分がいないときに、うまくいな
かい場合は仕方ない

自分がいないときに元気で安全
に過ごせるよう調整する

専門職に来てもらい、
変化に対応してもらう



だから，大変だとは思わない＞など 2サブカ

テゴリーで構成された． 

【仕事を続けることに意義を持つ】は，＜

男にとって仕事をすることは当たり前＞＜

今の生活を続けていくためには仕事をして 

収入を得ることが必要＞など4サブカテゴ

リーで構成された． 

【自分がいないときに元気で安全に過ご

せるように調整する】は，＜日中独居高齢者

がひとりのときに、自分のことは自分ででき

るように工夫をしておく＞＜日中独居高齢

者をひとりにさせるより，デイサービスで入

浴し，人と関わりを持てるようにする＞など

8サブカテゴリーで構成された． 

【今のまま介護が続くように自分で上手

くやりくりする】は，＜仕事に行く前に日中

独居高齢者の世話を済ませるために，生活ス

タイルをつくる＞＜普段から日中独居高齢

者の状態変化に気づけるようによく観察し

ておく＞など7サブカテゴリーで構成された． 

【専門職に来てもらい、変化に対応しても

らう】は，＜体調の変化を看て、判断してく

れる訪問看護師に来てもらう＞＜何か困っ

たことがあったときには専門職に相談し、情

報提供やアドバイスをもらう＞など4サブカ

テゴリーで構成された． 

【状態が悪くなったときの対応策を考え

ている】は，＜日中独居高齢者の状態が悪く

なったら、お金がかかっても訪問介護の回数

を増やす＞＜日中独居高齢者を施設には入

れずに在宅で看たいと思う＞など3サブカテ

ゴリーで構成された． 

【自分の心身の健康も大事にする】は，＜

自分に無理がかからないように、うまく選択

していく＞＜仕事と介護を調整して、自分の

趣味やストレス発散の時間をつくる＞など 3

サブカテゴリーで構成された． 

【自分がいないときに、うまく行かない場

合は仕方がない】は，＜自分がいないときに

何か起こっても仕方ないと思う＞など2サブ

カテゴリーで構成された． 

【状態が悪くなることを考えたくない】は，

＜日中独居高齢者の状態が悪くなったとき

のことを考えると、気が沈むので考えない＞

＜日中独居高齢者の状態はこれから悪くな

ると思うけど、なるようにしかならないと思

っている＞など3サブカテゴリーで構成され

た． 

 

（3）男性介護者の仕事と介護の両立のため

のセルフマネジメントの特徴と看護の示唆 

①男性介護者の仕事と介護の両立のための

セルフマネジメントの特徴 

 男性介護者は，就労しながら介護をするこ

とに対して，【介護をすることは自分の当然

の役割であ】り，【仕事を続けることに意義

を持つ】と考えていた．近年，女性の社会的

進出が増え，「男性は仕事，女性は家庭」と

いう価値観は多様化してきているものの，男

性にとって仕事は，性役割として自己のアイ

デンティティを認知していると考える．桃木

ら（2016）によると，性的役割の認知はメン

タルヘルスに正の影響があるとしており，男

性介護者が仕事を自分の役割として認識す

ることがメンタルヘルスの維持につながっ

ていると考えられる．また，本研究での対象

者の多くが要介護高齢者と独身の息子と母

親という関係であり，男性介護者が仕事をし，

収入を得る役割を担っていた．しかし，男性

にとって仕事をすることは経済的な意義だ

けではなく，社会とのつながりや要介護高齢

者の死後を含めた将来の生活設計を考慮し

ているものであった．そのため，男性介護者

にとって，仕事と介護をすることの両方を自

己の役割と認識していることが，自分の健康

維持にもつながり，仕事と介護の両立した生

活の継続のためには必要であると考える． 

 男性介護者は，【自分がいないときにも元

気で安全に楽しく過ごせるように調整】し，

要介護高齢者が，ひとりのときに転倒などの



事故を起こさずに安全で，楽しい時間を過ご

して欲しいと考えていた．認知症や身体機能

の障害がある高齢者の残存機能を活かせる

ように準備をしたり，サービスを調整して日

常生活を援助したりしていた．さらに，男性

介護者自身も【今のまま介護が続くように自

分で上手くやりくりする】【状態が悪くなっ

たときの対応策を考えている】【自分の心身

の健康も大事にする】ことで，今の生活が維

持できるようにしていた．要介護高齢者に自

分がうまく合わせ，心身の健康を維持しなが

ら仕事を調整し，要介護高齢者との普段の関

わりの中で生活スタイルと構築し，変化に気

づけるよう関わりをもつようにしていた．在

宅生活の継続困難の要因には，身体機能の低

下や認知機能の低下に伴う医療処置の増加、

日常生活援助の負担増加などが先行研究で

は示されており，男性介護者のこのようなマ

ネジメントの背景には，現在の生活を継続し

ていくために行われているものであると考

える．いずれ近い将来に要介護高齢者の健康

状態が悪化したり，機能低下したりすること

が起こり得るが，人に助けてもらいながら普

段の生活の中で現状を維持できるようマネ

ジメントを行うことで，仕事と介護の両立し

た生活を継続していると考える． 

 一方で，いずれ起こり得る要介護高齢者に

健康や身体機能の変化に対して，【専門職に

来てもらい、変化に対応してもらう】ように

していた．男性介護者は，介護負担が高まる

と，インフォーマルな支援よりもフォーマル

な支援を求める傾向にあり（藤原ら，2014），

本研究でも，ひとりで過ごす時間のある要介

護高齢者の変化に対応できる専門職に来て

もらうことが男性介護者の安心につながっ

ていると考える．そして，このように専門職

に対応してもらうようマネジメントをした

うえで，【自分がいないときに、うまく行か

ない場合は仕方がない】と考えていた．これ

は，要介護高齢者や男性介護者自身が努力を

し，専門職の支援を受けたうえで，何か事故

や急変などがあった場合には仕方ないと折

り合いをつけていると考えられ，男性は合理

的なマネジメントを行う傾向があると考え

る． 

 しかし，今後就労をしながら介護を続ける

生活については，【状態が悪くなることを考

えたくない】と考えており，不確かな要介護

高齢者との生活については，深刻に考えすぎ

ないようにすることで，心の安定を図ってい

ると考える．男性介護者は，この先の見通し

が見えないことから不安を抱いていると考

えられ，その不安を緩和できるような支援が

仕事と介護の両立を継続していくために必

要であると考える． 

②就労しながら介護をする男性介護者への

支援の示唆 

 本研究の成果から，男性介護者にとって，

仕事と介護は自分の役割として認識してお

り，その役割を継続できるよう支援していく

ことは重要であることがわかった．男性介護

者は，要介護高齢者の状況や自分の置かれて

いる状況を判断し，合理的にマネジメントを

行うことで，仕事と介護を両立させていた．

現在の生活が維持できるために，第三者から

の専門性のある支援を受けることを求める

傾向にあり，看護師は要介護高齢者の心身の

健康状態の変化に対応していくことが必要

である．また，男性介護者は，将来の生活に

見通しが見えないことから不安を抱いてい

ると考えられ，その不安を緩和できるよう，

将来の変化を予測して支援していくことが

必要であると考える．  
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